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果について，設問 3ではレセプト記載内容の正確さ向上の効果について質問した。設問 1から 3
のいずれも， ₄段階評価（「強くそう思う」「比較的そう思う」「比較的そうは思わない」「全くそ
う思わない」）で回答させた。








問 1および設問 2については100％であり，設問 3については80.8％から93.7％へ増加した。
　授業最終回の調査では 3つの設問すべてにおいて，肯定的評価の占める割合が，否定的評価の
占める割合を上回った。
　観点（A）からみると設問 1・ 2・ 3 のいずれも，レセコンの学習前後で回答傾向に有意差が






　観点（A）からみると設問 1 および設問 3 が，レセコンの学習前後で回答傾向に有意差があっ
た（p＜0.05）。設問 2は有意差がなかった。
　過年次に手書きでのレセプト作成をすでに経験した者でも，レセコン学習の前後で，少なくと
図 1 レセコンを利用した場合の利点に関する回答結果の比較（上段が授業第 1回，下段が授業最終回，
旧カリキュラム下の受講者が回答 N＝47）








• 設問 ₄－ 1：施設基準（病床数など）に応じた診療点数の違いを理解できる
• 設問 ₄－ 2：長期間の保存に耐えるレセプトを作成できる
• 設問 ₄－ 3：文字や数字の判読がしやすいレセプトを作成できる
• 設問 ₄－ ₄：算定漏れや過剰請求を防止できる
• 設問 ₄－ ₅：点数の計算ミスを防止できる
• 設問 ₄－ ₆：語句や点数の転記ミスを防止できる
• 設問 ₄－ ₇：薬剤の名称を正確に記載できる
• 設問 ₄－ ₈：病気の名称を正確に記載できる
• 設問 ₄－ ₉：管理料，検査料，判断料，手技料の名前や点数を正確に記載できる
• 設問 ₄－10：丸め（包括算定）のしくみを理解できる
• 設問 ₄－11：管理料・検査料・判断料・手技料についてしくみや種類を理解できる






2. 設問 ₄－ ₄「算定漏れや過剰請求を防止できる」（91.5％）
3.	 設問 ₄ － ₅「長期間の保存に耐えるレセプトを作成できる」（87.2％，設問 ₄ － 2）およ
び「点数の計算ミスを防止できる」（87.2％）
　授業最終回の調査においては上位 3件は次の通りであった。
1. 設問 ₄－ 3「文字や数字の判読のしやすさ」（100％）
2. 設問 ₄－ ₅「点数の計算ミスを防止できる」（97.9％）
3. 設問 ₄ － ₇「薬剤の名称を正確に記載できる」（91.5％） および 設問 ₄ － ₈「病気の名称
を正確に記載できる」（91.5％）

















図 3　手書き対レセコン利用の機能別比較に関する回答結果の比較（上段が授業第 1 回，下段が授業最
終回，旧カリキュラム下の受講者らが回答 　N＝47）




1.  設問 ₄－ 3「文字や数字の判読のしやすさ」（100％） および
 設問 ₄－ ₉「管理料・検査料・判断料・手技料の名前や点数を正確に記載できる」（97.8％）
2. 設問 ₄－ ₅「点数の計算ミスを防止できる」（100％）
　授業最終回の調査においてレセコン利用が支持を集めた上位 3件は次の通りであった。
1.  設問 ₄－ 3「文字や数字の判読のしやすさ」（100％）および
 設問 ₄－ ₅「点数の計算ミスを防止できる」（100％）
2.  設問 ₄－ ₉「管理料・検査料・判断料・手技料の名前や点数を正確に記載できる」（97.8％）




• 設問 ₄－ ₆「語句や点数の転記ミスを防止できる」
のみに有意差があった（p＜0.05）。






年度の違いによって回答傾向に有意差があるかどうかを調べた設問 1・ 2・ 3については Mann-




　また設問 ₄ － 1 から設問 ₄ －11の11問については Pearsonのカイ二乗検定を用いて検定した
ところ，授業第 1回における
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